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主 催
長野県テクノ財団　諏訪テクノレイクサイド地域センター

共 催
長野県工業技術総合センター


図面に表現される情報は、それに係るメンバー（お客様、設計、営業、生産技術、製造、品質管理等）間での意思伝達の重要な役割を果たすべく表記されています
しかしながら、正しく情報を理解しないと全くの別物（不良品ともいう）が出来てしますことがあります。
幾何公差の考え方と利用方法を学び、実践能力を向上することで、高品質で低コストなものづくりに寄与するための研究会を開催します。もの作り企業の技術者の積極的な参加をお誘いいたします。

■参加対象者

設計者
：製品の性能を満足できる要求品質・情報を正しく伝える
営業
：お客様の要求が正しく理解できる

生産技術
：設計者の意思を自社技術に置き換え製造に正しい情報を伝える

製造
：設計者の意思を正しく理解し製造する

品質管理
：お客様・設計者の意思に従った計測・評価する
◇会 場

長野県工業技術総合センター　精密・電子技術部門　４階視聴覚室
◇定 員

１６名

◇参 加 費

１名10,000円

◇講 師

CDT 研究所(Creative Design & Technology Laboratory) 中村哲夫 氏

工業技術総合センター測定部　青木部長、田中主任研究員、池田健次技師
◇申込締切り

４月２８日（木） 定員になり次第締め切ります

◇申込方法

下記項目をメール本文に明記し、メールにて申込みください　
アドレス：suwa-tec2@tech.or.jp　　小林宛て　　☎0266-53-6000（内線2665）
1 企業・団体名

2 部署
3 役職
4 参加者氏名


5 住所
6 電話番号

7 メールアドレス（メールで申込みの場合は不要です）
※この研究会は　（独）雇用・能力開発機構　長野ｾﾝﾀｰ　「ｷｬﾘｱ形成促進助成金」対象です

第１回開催（平成２３年５月中目安）までに事業者にて対応ください
※本申込に関する個人情報は、本研究会参加登録に使用します
※本研究会に関する開催連絡等各種連絡は、メールで行います
※当財団主催の研究会・セミナー等の開催案内を送る場合があります
スケジュール





［全 15 回　開催時間：13:30 ～ 16:30］
	回／期日


	テーマ


	内
容



	第1回

5月19日
	幾何公差の基本


	＊幾何公差方式の意義
＊寸法と寸法公差

＊幾何特性と幾何公差
＊幾何公差の指示

＊データムとデータム設定の基本

＊データムの優先順位
＊データム・幾何公差の図示方法

＊幾何公差域の解釈
＊寸法公差・幾何公差の基本原則

	第2回

6月2日
	
	

	第3回

6月9日
	形状公差


	＊真直度､平面度､真円度､円筒度､線の輪郭度､面の輪郭度の

定義および図面指示とその解釈

	第4回

6月23日
	姿勢公差


	＊平行度､直角度､傾斜度､線の輪郭度､面の輪郭度の定義およ

び図面指示とその解釈

	第5回

7月14日
	位置公差

振れ公差


	＊位置度､同軸度(同心度)､対称度､線の輪郭度､面の輪郭度、

円周振れ､全触れの定義および図面指示とその解釈

	第6回

7月28日
	最大実体公差方式


	＊最大実体公差方式の意義と基本概念

＊最大実体公差方式の図面指示と解釈

	第7回

8月25日
	主な幾何偏差の測定実習
幾何偏差(真直度、真円度、直角度)の現場的測定法と留意点

三次元測定機による幾何偏差の測定法
	（１）水準器による真直度測定

（２）二点法､三点法､半径法による真円度測定

（３）定盤・直角定規を基準にした真直度・直角度測定
（４）三次元測定機における測定方法と幾何偏差の測定
（何れの測定実習も測定の実験、測定データの解析､測定結果の考察・検討を行います。）

	第8回

9月22日
	
	

	第9回

9月29日
	
	

	第10回

10月20日
	
	

	第11回

10月27日

	幾何公差方式の実践事例研究

（企業事例研究）

	＊幾何公差の図面表示と解釈に関する事例研究

＊加工部品の検証と評価に関する事例研究

現場で実際に使われている図面を用い、設計者の意図、

加工者・測定者の解釈、加工・品質保証の可否等、図

面指示に起因する諸問題を検討することで、幾何公差

の実践的な力をつけます。

※各社様から提供いただいた図面を使います

	第12回

11月10日
	
	

	第13回

11月17日
	課題研究

（例題研究）
	＊与えられた参考例題の解釈について、理解度の確認

＊全員でディスカッションを行い、理解の正しさを確認

	第14回

11月24日
	
	

	第15回

12月8日
	まとめ
	＊全体を通してのポイント、注意点等のまとめ


※開催日程が変更になる場合もあります



第四回（平成２３年度）幾何公差　実践　研究会





好評につき第４弾








・・・しっかりした設計図面で、もの作りの企業競争力強化を推進する・・・











